








































































































































































I   研究の概要

 本年より新たなリサーチクエスチョン「更年期の女性の健康の状況とその対策はどうあ

るべきか」を、樋口恵子班が分担した。

  医学的な更年期の研究は数多くあるが、本研究においては、更年期を生きる女性自身の

実感と自覚を通して、女性側からの更年期像を、アンケートによって明らかにしたもので

ある。

 先行文献として、アメリカ、日本などで、個々の研究者、グループの聞き取りを基礎と

した著作があるが、今回の調査研究は、量的にも一定の分析が可能であり、女性の実感を

中心に据えるという質的な面と、その両面から見て、全く新しい試みといえる。


